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令和元年度公立大学法人尾道市立大学 
第３回定期理事会・経営審議会 議事要旨 

 
 
１ 日時 令和２年３月２７日（金）午後３時００分～午後４時１０分 
２ 場所 尾道市立大学Ｅ棟１階 １２０会議室 
３ 議事 

(1) 第１号議案 令和元年度第２次補正予算（案）について 
(2) 第２号議案 令和２年度予算（案）について 
(3) 第３号議案 公立大学法人尾道市立大学教職員給与規程等の改正について   
(4) 第４号議案 尾道市立大学授業科目履修規程等の改正について 
(5) 第５号議案 令和２年度年度計画（案）について 
(6) 第６号議案 公立大学法人尾道市立大学教職員の勤務時間、休暇等に関す

る規程の改正について 
 その他 

 
４ 審議結果等 

(1)  令和元年度第２次補正予算（案）について 
  【説明内容】 
    令和元年度第２次補正予算（案）について、説明。 
 

【主な質疑と応答、意見】 
 
 
 
 
 

 
 
【審議結果】 

第１号議案は、原案通り承認された。 
 
 

(2)  令和２年度予算（案）について 
 【説明内容】 
   令和２年度予算（案）について、説明。 

〇決算見込みはどのようなものか。 
●最終的には３千万円程度の利益を見込んでいる。 
〇収入の部で入学金・検定料が減となっているが、この理由は何か。 
●大学院生、学部生、ともに予算見込み数よりも減るとみているが、欠員と

いうことではない。 
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  【主な質疑と応答、意見】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【審議結果】 

第２号議案は、原案通り承認された。 
 

 
(3)  公立大学法人尾道市立大学教職員給与規程等の改正について 
 【説明内容】 

公立大学法人尾道市立大学教職員給与規程等の改正について、説明 
 

【主な質疑と応答、意見】 
   特になし 
 
【審議結果】 

第４号議案は、原案通り承認された。 
 

 
 
(4) 尾道市立大学授業科目履修規程の改正について 
 【説明内容】 

尾道市立大学授業科目履修規程の改正について、説明 
 

 

〇美術の実習棟建設費および D 棟空調改修費のうち、全額が市から施設費と

して認められず、基金を取り崩すとのことだが、どの部分が認められなかった

のか。 
●運営交付金の査定において、3 億ある目的積立金の一部を使って賄うことと

なり、2,300 万円を取り崩すこととなった。どこかの部分が認められなかった

という話ではない。 
〇留学生の宿舎を整備するとあるが、家賃はどのくらいか。 
●現在おのみちバス㈱が建設中のアパート１棟（21 部屋）を秋から借り上げ

る。家賃は諸費用込みで月 5 万円と考えている。これまで借り上げていた民間

アパートは築 10 年超えで 5 万 3 千円から 5 万 5 千円であったが、新築の 5 万

円であるので安目の家賃設定であるが、学生はバス通学することとなるので、

月 5 千円ほどの通学定期代がおのみちバス㈱に入ることとなり、採算が合うし

くみである。 
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【主な質疑と応答、意見】 
    
 

 
 
 
 
【審議結果】 

第４号議案は、原案通り承認された。 
 

 
 (5)  令和２年度年度計画（案）について 
 
 【説明内容】 

令和２年度年度計画（案）について、説明 
 

【主な質疑と応答、意見】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【審議結果】 

上記の質疑・応答の内容を踏まえ、若干の訂正を行うことを了承いただき、

第５号議案は、承認された。 
 
 

〇12 頁の資源の適正配分の項目に、教育研究の充実のため施設整備に取り組むと

あるが、具体的には何を意味するか。13 頁の施設・設備の整備と活用の項目にあ

る美術学科実習施設の整備、改修や 8 頁の施設整備の項目にある共有空間の設備

等がこれ含まれると思われるが、具体的に何をつくるのか。 
●かねてより図書館の建て替えについて市役所財政課と協議を行ってきており、

2025 年までに建設することで協議済みである。8 頁記載の共有空間については、

図書館の中に設置することを考えている。 
〇10 頁のキャリア形成の支援の項目に、「学習成果の可視化に向け」とあるが、「学

習成果」とは何の学習成果か。教養教育か専門教育の項目に入れるべきではない

か。 
●インターンシップの成果を意味していると思われる。キャリアサポートセンタ

ーに確認のうえ、わかりやすい表現に訂正する。 
 

〇出席における不正行為にはさまざまなパターンがあり、把握が難しい

授業もあると思うが、不正が発覚した時点で、すべての出席を無効にす

るということは、実質的に単位認定されないということか。 
●そのとおりである。 
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(6)  公立大学法人尾道市立大学教職員の勤務時間、休暇等に関する規程の改正に

ついて 
【説明内容】 
  公立大学法人尾道市立大学教職員の勤務時間、休暇等に関する規程の改正に

ついて、説明 
 

【主な質疑と応答、意見】 
   特になし 
 
【審議結果】 

第６号議案は、原案通り承認された。 
 

 
(7) その他 

【報告事項】 
・教職員の人事について、報告。 

 
 
議事修了 


